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１．新居浜市の概要１．新居浜市の概要１．新居浜市の概要

新居浜市及び事業の概要

昭和３１年１月供用開始年月
114,000 人計画給水人口
110,893 人現在給水人口
地下水水源地の種類
水源地 22箇所
送水場・中継場 9箇所
配水池設置数 9箇所
施設能力 80,840 ㎥/日
管路延長 622 ㎞
うち基幹管路 34.5㎞

施設

2

水道事業

昭和５５年３月供用開始年月
86,600 人計画処理人口
74,393 人現在処理人口
１処理区（１処理場）処理区数
新居浜市下水処理場 1箇所
し尿浄化槽汚泥受入施設 1箇所
雨水ポンプ場 37箇所
（公共1１箇所、公共以外26箇所）
汚水管 455.2km
汚水マンホールポンプ場 13か所

施設

下水道事業
昭和４１年４月供用開始年月
56,000㎥/日許可水量
46,600㎥/日 （配水先 ３社）契約水量
原水配水水質
・取水口 ２か所
・取水堰 1か所
・導水路 424.0m
・配水池 1か所（3池）
・管路 7.8km

施設

工業用水道事業
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雨水ポン
プ場

汚水桝

下水道管
路面整備

２．事業概要２．事業概要２．事業概要

3

【事業名】新居浜市上工下水道施設包括委託事業
【事業期間】令和９年４月から10年間 【事業費】約136億円

その他
業務

下水道
•処理場施設
•管路

工業用水道
•取配水施設
•管路

水道
•水源施設
•基幹管路

処理場施設
※浄化槽汚泥受入施設含む

工水管路

下水道管路

水源施設

水道基幹管路

工水施設

工水管路

雨水ポンプ場包括委託

汚水桝業務

面整備業務

基本設計の結果をもとに
更新実施型へ移行可能
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対象業務対象施設業務の形態
実施体制の構築及び管理
統括管理（ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ、各種計画書・報告書の作成、業務の発注及び管理、危機管理対応、情報管理）
ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 既存施設等の確認 業務の引継ぎ

統括管理-

管
理
・
更
新
一
体
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
式
（
レ
ベ
ル
3.

5
）

運転管理（運転管理、水質管理、調達管理、保安管理、事業PR補助）
保守管理（保守点検、衛生管理、清掃・浚渫） 修繕（定期修繕、突発修繕） 情報管理 廃棄物管理処理場施設

（下水処理場・
し尿浄化槽受入施設）

更新実施型 改築計画【ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務】
改築実施設計【ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務】
改築工事、整備工事【工事】
運転管理（MP運転・監視操作、MP日常点検) 保守管理（法令点検、計画点検、調査、清掃）
修繕（突発修繕） 情報管理

下水道管路
（汚水）

更新支援型

改築計画【ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務】
改築実施設計【ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務】
工事監理【ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務】
管理（調達管理） 保守管理（保守点検、衛生管理、配水池清掃） 修繕（突発修繕） 情報管理水源施設

（水源、送水、配水） 改築計画【ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務】
保守管理（法令点検、漏水調査） 修繕（突発修繕） 情報管理

水道管路
（基幹管路）

改築計画【ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務】
改築実施設計【ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務】
工事監理【ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務】
管理（休日取水配水、緊急対応、調達管理） 保守管理（保守点検、衛生管理） 修繕（突発修繕）
情報管理工水施設
改築計画【ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務】
保守管理（保守点検・調査、清掃） 修繕（突発修繕） 情報管理

工水管路
更新支援型

↓
更新実施型

改築計画【ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務】
改築基本設計、改築実施設計【ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務】
改築工事【工事】 ※更新実施型に移行した場合
工事監理【ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務】
運転管理（運転操作、調達管理、保安管理、緊急時予防対応） 保守管理（保守点検、浚渫、衛生管理）
修繕（突発修繕） 情報管理 廃棄物管理雨水ポンプ場・樋門・スクリーンそ

の
他
業
務

実施設計【ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務】下水道管路面整備（雨汚水） 工事監理【ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務】
実施設計・設置工事汚水桝設置 工事監理【ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務】 4

業務内容

２．事業概要２．事業概要２．事業概要
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5

３．WPPP導入について３．WPPP導入について３．WPPP導入について

WPPP導入検討に至った背景

担い手不足

改築需要の増大

収入の減少

技術職員の減少

運転員の確保

技術の継承

既存の枠組みでは特に の
課題解決が困難▸仕様発注

▸個別発注
▸単年度契約
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主な検討経過

6

局内検討

• 管路包括委託の検
討を開始

局内検討

• 処理場施設等の包
括委託範囲拡大の
検討を開始
(Lv1⇒Lv2.5)

• 将来的に管路や他
事業との一体での包
括委託を計画

モデル都市業務

• 下水道分野での
WPPP導入検討を
開始

モデル都市業務 関係
企業ヒアリング

• 関連する事業（水道・
工業用水道）とのバン
ドリングの可能性確認

導入可能性調査
サウンディング調査

• 上工下水道一体で
のWPPP導入効果を
確認

•下水道管路 •処理場施設
•雨水ポンプ場（仕様）

•処理場施設
•雨水ポンプ場（仕様）
•下水道管路

•処理場施設
•雨水ポンプ場（仕様）
•下水道管路
•水源施設（仕様）
•工業用水道施設（仕様）

•処理場施設
•雨水ポンプ場（仕様）
•下水道管路
•水源施設
•水道基幹管路
•工業用水道施設
•工業用水道管路

検討開始検討開始

●スケールメリット
(委託費削減効果)
●緊急時対応力強化
●職員の事務量軽減

etc

３．WPPP導入について
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7

３．WPPP導入について３．WPPP導入について３．WPPP導入について

官民連携による の課題解決

技術職員の減少 ▸一括発注・長期契約による事務負担軽減
▸官民の役割を最適化し業務範囲を精査

運転員の確保 ▸補完体制の構築
▸DXの推進

技術の継承 ▸官側と民側で継承する技術を整理
▸長期契約による円滑な人材育成

行政

民間

求められる技術
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分野横断型レベル3.5の選択

8

３．WPPP導入について

⦿分野横断への受容性（従前からの検討、組織機構の見直し）
⦿現状の委託状況
⦿分野横断への受容性（従前からの検討、組織機構の見直し）
⦿現状の委託状況

⦿事業を横断した補完体制 ⦿一括発注による事務負担軽減
⦿３事業を俯瞰したマネジメント能力、プランニング能力等の育成
⦿事業を横断した補完体制 ⦿一括発注による事務負担軽減
⦿３事業を俯瞰したマネジメント能力、プランニング能力等の育成

⦿一括調達、業務時期の平準化によるコスト削減
⦿業務連携による生産性向上
⦿一括調達、業務時期の平準化によるコスト削減
⦿業務連携による生産性向上

⦿上下水道一体のウォーターPPP内の改築等整備費用への重点配分⦿上下水道一体のウォーターPPP内の改築等整備費用への重点配分

分野横断に向けた土壌

事業連携による「ヒト」の課題解決

スケールメリットの創出

交付金重点配分
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事業の最適化

４．今後の見通し４．今後の見通し４．今後の見通し

9

R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18

事業評価
委員会

事業評価
委員会

事業開始当初に
発覚する改善点
等について

更なる改善点等、
事業評価委員会
での評価も踏まえ

・契約当初の不具合
・日常的な維持管理やモニタリ
ングを通した改善点

・事業熟度向上等に伴う、更
なる効率化に向けた改善点

・次回事業を見据えた、改善点
・事業スキームの検討
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10

４．今後の見通し４．今後の見通し４．今後の見通し

広域化も含めた将来検討

汚泥資源有効利活用に関する広域検討会発足
【近隣４市１町（愛媛県東予地域）】

官民連携の導入や維持管理の効率的な手法について
広域検討会を継続開催

協議会の設立（R8～R9）
共同発注の試行
管理更新一体マネジメントの広域化の検討
既存SPCの活用
共同出資による官民出資会社の検討

官民の役割分担の最適化
他分野連携による効果検証
新たな業務・事業の追加検討
官民出資会社の検討
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ご清聴ありがとうございました。
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